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 プロセッサは本県の高性能林業機械全体の 4 割を占めており、労働生産性が高いプロセッサを中心

とした機械化作業システムの普及が、素材生産現場の経営及び労働環境の改善の上から重要である。 
プロセッサを使用する場合には、通常全木集材を行なっているが、間伐を行なう場合、定性間伐で

は列状間伐に比較してかかり木になりやすく、伐倒や集材の功程が低く、残存木損傷率が高くなると

予測されることから、列状間伐の方が有利となると考えられた。 
 

 

列状間伐と定性間伐の比較試験結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     （担当 森林資源部 主任専門研究員: 深澤 光） 

 

1 研究の背景と目的 
 素材生産における労働生産性の向上、労働環

境の改善の上で、プロセッサの導入が有効であ

る。その場合、集材は通常全木で行なうことか

ら、間伐においては、列状間伐が、定性間伐に

比較して、伐倒や集材の功程が高く、残存木の

損傷が少ないと予測されたことから、実証試験

を行った。 
2 方法 
 間伐の生産性（1 人 1 日当りの素材生産材積）

と集材による残存木の損傷率（間伐後の立木の

うち間伐により形成層まで達する損傷を受け

た木の本数比率）について、列の設定方向を変

えた２種類の列状間伐（全木集材）と、定性間

伐では全木集材と短幹集材を行うことにより、

列状・放射状伐採（A 区）、列状・並行伐採（B
区）、定性・全木集材(C 区）、定性・短幹集材（D
区）の４種類の間伐の違いを比較した。 
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3 結果 
(1)生産性：伐倒から土場にはい積みを行なう

までの生産性は、A 区で 6.2ｍ3/人・日と最も

高く、次いで、B 区、C 区の順に高く、 D
区で最も低く、A 区の 5 割程度の生産性にと

どまった。（図-1） 
(2)残存木損傷率：A 区では等高線方向に近い

角度で設定した列で残存木の損傷が多かっ

たため、残存木損傷率は 11％と最も高く、次

いで、D 区 、C 区の順に高く、B 区では、

列の方向を最大傾斜方向に設定したため、残

存木損傷率は 5％と最も低かった。（図-２） 
4 成果の普及  
 列状間伐は、生産性や残存木損傷の面で有

利である試験結果が得られたことから、今後

は実際に間伐を行いながら、さらに適切な列

の設定方法や間伐の効果等について検討し

ていく予定である。 
 

 

図-2．　残存木損傷率
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図-1．　生産性
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